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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 行財政改革推進事業 所管部局 行政経営部

1
所管
室課

企画財政室 事業名 行財政改革推進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

12,105
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

行財政改革推進

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

１　職員体制
　　全庁をあげて、業務プロセス改善による業務量抑制の必要性がますます高まっている
　ことから、ICT化推進など短期集中的な取組のための期間限定の増員や、新たな行政課題
　等に対応するための増員を行った。
２　組織改正
　　市の健康・医療政策をより効果的、効率的に推進するため、令和４年４月に健康医療部
　の組織を改正した。
３　業務プロセス改善
　　「押印見直し方針」に基づき、申請書等の手続に係る押印について、法令に義務付けな
　どがあるものなどの例外を除き、原則廃止とする見直しを進めた。
４　包括外部監査
　【監査テーマ】補助金等に係る財務に関する事務の執行について
　【監査の指摘件数】結果：１件／意見：56件／参考意見：５件

決算額　(千円) 12,100

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

総職員数が過度に増加しないように努めるととも
に、社会情勢の変化や新たな行政課題への確実な対
応と併せ、職員のワーク・ライフ・バランスの確保
にも配慮し、業務量に見合った最適な職員体制を構
築する必要がある。
人的・財政的資源の制約が見込まれる中にあって
も、職員のワーク・ライフ・バランスの実現を図
り、質の高い公共サービスを効果的かつ効率的に提
供するため、業務量を減らす業務プロセス改善の取
組や、事務処理の適正な執行を推進する。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

ICT活用等による業
務プロセス改善の取
組を推進する。

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題
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事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)
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